
Ｊアラートへの緊急対応

子どもの安全を守るための「家庭」「学校」等の役割と判断について

１．Ｊアラートが発信された場合は，それぞれの子どもたちもしくはそばにいる大人が判断して安

全を確保することが必要です。短時間で危険にさらされるため、「家庭にいる時」「登下校時」「ス

クールバス乗車時」「登校後」の４つの場面で、それぞれの行動と役割を確認しておくことが必

要です。５年前にも確認されているかと思いますが、改めて「家庭」「子どもたち自身」「ドラ

イバー」「学校」の役割を確認したいと思います。

Ｊアラート発信

在 宅 時 登 下 校 時 ＳＢ乗車時 学校にいる時

家庭の判断 子どもたちの判断 ドライバーの判断 学校の判断

登校を見合わせる 近くの建物に避難 安全な場所で停車 ドア・窓を閉め,
ドア・窓から離れ

た場所に移動させ

る。屋外にいる児

安全を確認 童生徒は速やかに

校舎内に避難させ

（ミサイルが落下が確認された時点で警報が解除されます） る。

※ミサイル落下確認報道を安全の目安とします。

安全を確認

安心・安全メール 登校開始 運行再開

通常授業

登校に関する対応 避難については日

の連絡 頃からご家庭と学

校で子どもたちに

指導をしておくこ 下校直前にＪアラ

とが大切です。迷 ートが発信された

登校開始 わず近くの建物に 場合

避難する。建物が

※もう少し様子を 無いところでは、 ※安全が確認され

見るために登校を 身を小さくして頭 てからの下校。

遅らせたいご家庭 を守る行動を取る ※状況に応じて各

は担任にご一報下 ことを教えましょ ご家庭に迎えに来

さい。（子どもた う。 ていただくことも

ちの所在をはっき 考えられます。

りさせるため） ※対応は安心・安

全メールで連絡。


